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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第11期

第３四半期
連結累計期間

第12期
第３四半期
連結累計期間

第11期

会計期間
自 2022年１月１日
至 2022年９月30日

自 2023年１月１日
至 2023年９月30日

自 2022年１月１日
至 2022年12月31日

売上高 (千円) 1,897,595 2,216,190 2,612,888

経常利益 (千円) 269,729 173,061 367,661

親会社株主に帰属する四半期（当期）純
利益

(千円) 166,761 110,628 232,447

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 174,050 115,972 233,184

純資産額 (千円) 1,131,001 1,310,359 1,193,096

総資産額 (千円) 2,063,637 2,179,444 2,151,566

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 115.55 75.31 160.42

潜在株式調整後１株当たり四半期（当
期）純利益

(円) 112.28 74.62 156.59

自己資本比率 (％) 54.8 60.1 55.5
 

 

回次
第11期

第３四半期
連結会計期間

第12期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 25.15 13.10
 

(注)　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

①　財政状態の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べて11,922千円増加し、2,022,783千円となり

ました。これは主に、売上拡大により売掛金及び契約資産が4,502千円増加したことによるものであります。固定資

産は、前連結会計年度末に比べて15,955千円増加し、156,660千円となりました。これは主に、将来減算一時差異の

増加により繰延税金資産が19,912千円増加したことによるものであります。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べて27,878千円増加し、

2,179,444千円となりました。

 
（負債）

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べて36,603千円減少し、588,753千円となりま

した。これは主に、法人税等の支払いにより未払法人税等が77,016千円減少したことや、１年内返済予定の長期借

入金が66,658千円減少したことによるものであります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて52,781千円減少

し、280,331千円となりました。これは主に、借入金の返済進捗等に伴い長期借入金が52,760千円減少したことによ

るものであります。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べて89,385千円減少し、

869,085千円となりました。

 
（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて117,263千円増加し、1,310,359千円となり

ました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が110,628千円増加したことに

よるものであります。
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②　経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症による社会経済活動の制限が緩

和され、景気回復の兆しが見られたものの、世界的な金融引き締めが続く中、物価上昇や供給面での制約に加え

金融資本市場の変動等により、先行きは依然として不透明な状況が続いております。一方、情報サービス産業に

おきましては、ビジネスモデルの変革や新規ビジネスを創出するためにデジタル技術を活用するデジタルトラン

スフォーメーションの流れが引き続き力強いものとなっており、企業のIT投資は全体として底堅く推移しまし

た。

このような環境の中、当社はお客様のデジタルトランスフォーメーションを支援するデジタルインテグレー

ターとして、お客様のデジタルトランスフォーメーションを共に考えるコンサルティングから、必要なデジタル

技術を駆使したシステムの設計、開発、運用までの一貫したソリューションを具体的に提案することに引き続き

努めました。また、採用活動等のデジタル人材確保に向けた取組みを積極的に推進しました。デジタル人材確保

の取組みは順調に進捗し、エンジニア数は増加しましたが、大口案件の開始時期延期等に伴い第２四半期及び第

３四半期は稼働率が低下し、人件費率が上昇しました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は2,216,190千円(前年同四半期比

16.8%増)、営業利益は172,487千円(前年同四半期比35.3%減)、経常利益は173,061千円(前年同四半期比35.8%減)

となりました。一方、税金費用の増加により親会社株主に帰属する四半期純利益は110,628千円(前年同四半期比

33.7%減)となりました。

なお、当社グループはデジタルトランスフォーメーション事業の単一セグメントであるため、セグメント別の

記載を省略しております。

 
(2) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第３四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観

的な指標等について重要な変更はありません。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は5,091千円であります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,680,000

計 4,680,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,469,600 1,469,600
東京証券取引所
グロース市場

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社における標準と
なる株式であります。また、１単元
の株式数は100株であります。

計 1,469,600 1,469,600 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年７月１日～
2023年９月30日
(注)

800 1,469,600 684 410,158 684 360,158

 

(注) 新株予約権の行使による増加であります。

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,679

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社における標準と
なる株式であります。また、１単元
の株式数は100株であります。

1,467,900

単元未満株式 900 ― ―

発行済株式総数 1,468,800 ― ―

総株主の議決権 ― 14,679 ―
 

(注) １．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

２．単元未満株式には当社所有の自己株式49株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

   該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

取締役
デジタルトランスフォーメー

ション事業部長

取締役
社長室長

藤田　義崇 2023年４月１日

取締役
事業推進本部長

取締役
デジタルトランスフォーメー

ション事業部長
岩崎　友樹 2023年４月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2023年７月１日から2023年

９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2023年１月１日から2023年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,562,269 1,548,584

  売掛金及び契約資産 408,449 412,951

  仕掛品 6,232 7,752

  原材料 1,231 962

  その他 32,678 52,533

  流動資産合計 2,010,861 2,022,783

 固定資産   

  有形固定資産 75,696 74,920

  無形固定資産 7,077 6,007

  投資その他の資産 57,931 75,733

  固定資産合計 140,705 156,660

 資産合計 2,151,566 2,179,444
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 34,352 43,104

  １年内返済予定の長期借入金 135,402 68,744

  未払金 129,472 155,401

  未払法人税等 97,627 20,610

  賞与引当金 45,312 104,913

  その他 183,190 195,979

  流動負債合計 625,357 588,753

 固定負債   

  長期借入金 323,487 270,727

  退職給付に係る負債 6,875 9,464

  その他 2,750 139

  固定負債合計 333,112 280,331

 負債合計 958,470 869,085

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 409,474 410,158

  資本剰余金 361,478 362,162

  利益剰余金 419,385 530,013

  自己株式 △195 △272

  株主資本合計 1,190,142 1,302,062

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 2,953 8,297

  その他の包括利益累計額合計 2,953 8,297

 純資産合計 1,193,096 1,310,359

負債純資産合計 2,151,566 2,179,444
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 1,897,595 2,216,190

売上原価 975,785 1,149,825

売上総利益 921,809 1,066,365

販売費及び一般管理費 655,314 893,878

営業利益 266,495 172,487

営業外収益   

 受取利息 742 636

 助成金収入 1,519 -

 為替差益 4,683 2,855

 その他 447 350

 営業外収益合計 7,393 3,842

営業外費用   

 支払利息 4,138 3,268

 その他 20 -

 営業外費用合計 4,159 3,268

経常利益 269,729 173,061

特別損失   

 減損損失 5,640 -

 特別損失合計 5,640 -

税金等調整前四半期純利益 264,088 173,061

法人税、住民税及び事業税 113,829 81,770

法人税等調整額 △16,502 △19,338

法人税等合計 97,326 62,432

四半期純利益 166,761 110,628

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 166,761 110,628
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益 166,761 110,628

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 7,288 5,343

 その他の包括利益合計 7,288 5,343

四半期包括利益 174,050 115,972

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 174,050 115,972

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

当座貸越契約

当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と当座貸越契約を締結しております。

当座貸越契約に基づく借入実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

当座貸越極度額 200,000千円 200,000千円

借入実行残高 － 〃 － 〃

差引額 200,000千円 200,000千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
至 2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年９月30日)

減価償却費 27,491千円 29,689千円
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、デジタルトランスフォーメーション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

当社グループは、デジタルトランスフォーメーション事業の単一セグメントであり、主要な財又はサービスの

種類別に分解した収益は、以下の通りであります。

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
 至 2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
 至 2023年９月30日)

受託開発 1,580,461 1,914,619

派遣 317,134 301,570

顧客との契約から生じる収益 1,897,595 2,216,190

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 1,897,595 2,216,190
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
至　2023年９月30日)

１株当たり四半期純利益 115円55銭 75円31銭

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 166,761 110,628

　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 166,761 110,628

　普通株式の期中平均株式数(株) 1,443,177 1,468,838

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 112円28銭 74円62銭

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

　普通株式増加数(株) 41,984 13,671

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半
期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計年度
末から重要な変動があったものの概要

－  

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

　2023年11月13日

アジアクエスト株式会社

取締役会　御中

 
有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

 

東　京　事　務　所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 奥　津　佳　樹  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 五　十　嵐　大　典  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアジアクエスト株

式会社の2023年1月1日から2023年12月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2023年7月1日から2023年9月

30日まで）及び第3四半期連結累計期間（2023年1月1日から2023年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アジアクエスト株式会社及び連結子会社の2023年9月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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